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ポポポーーーララランンンドドド政政政治治治・・・社社社会会会情情情勢勢勢   
（（（２２２０００１１１２２２年年年４４４月月月１１１９９９日日日～～～２２２５５５日日日）））   

平成 24 年（2012 年）4 月 27 日 
 

H E A D L I N E S 

政治 
政府，年金改革法案を閣議で了承 

「トルファム」に対するデジタル放送許認可をめぐる大規模デモ 

ユーロ２０１２開催中，国境検査導入 

シコルスキ外相，ＥＵグループ会合に出席 

Ｖ４諸国，スイス政府の移住制限措置に対し非難声明 

コモロフスキ大統領がポルトガルを訪問 

アレンＩＳＡＦ司令官がポーランドを訪問 

ラスール・アフガン外相がポーランドを訪問 

トゥスク首相がＵＡＥ及びサウジアラビアを訪問 

ポーランド・独合同国防委員会開催 

シコルスキ外相，ＥＵ外務理事会に出席 

第４次バルト領空警備派遣部隊出発式 

ポーランド・キプロス防衛協力 

オチュコヴィチ氏，施設担当国防次官に就任 

在ベラルーシ・ポーランド大使の帰任 

温家宝中国首相がポーランド訪問を開始 

経済 
ＥＵ指令により発電所閉鎖が差し迫る 

伊インデシット社，ポーランドに生産を移管 

２０１２年のポーランド産豚肉価格が上昇傾向に 

ポーランドがＩＭＦに追加資金供与 

４月の建設部門及び製造業部門の景況感 

外国企業への投資支援資金が減少 

国有財産省，ＬＯＴ民営化のアドバイザー入札公告を開始 

農相，霜害被害額を発表 

コジェニツェ火力発電所の入札動向 

環境相，ＥＵ環境相会合における政府提案の概要を説明 

２０１２年の収斂プログラムが決定 

ＧＤＦスエズ社，プゥオツクにガス・コンバインド･サイクル発電所を建設予定 

大使館からのお知らせ                                                          
「ポーランド政治・社会情勢」休刊のお知らせ 

クラクフ領事出張サービスについて 

平成２４年度分教科書の配付について 

東日本大震災義捐金受付について 

文化行事・大使館関連行事 

読者からの情報提供 
新作能『調律師－ショパンの能』による朗読とワルシャワ公演ドキュメンタリー映像の夕べ 

在ポーランド日本国大使館 

ul.Szwolezerow 8, 00-464 Warszawa  Tel:+48 22 696 5000 

http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm 

【お
願
い
】３
か
月
以
上
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在
さ
れ
る
場
合
，
「在
留
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」を
大
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提
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さ
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。
大
規
模
な
事
故
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が
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所
在
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り
ま
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ぞ
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政    治 

内    政 
 

政府，年金改革法案を閣議で了承【２０日】 

２０日，政府は，年金支給の開始年齢を男女共に

６７歳まで段階的に引き上げる法案（同法案では，女

性６２歳，男性６５歳から支給満額の５０％の早期部

分年金支給が可能となる）及び軍や警察の年金制

度改革に関する法案を閣議で了承。軍や警察の年

金制度は勤続年数が現在の１５年から２５年に引き

上げられ，受給開始年齢は５５歳からとなる。 

 

「トルファム」に対するデジタル放送許認可をめぐる

大規模デモ【２１日】 

２１日，ワルシャワにおいて，急進カトリック派とさ

れるリジク神父が主幹するテレビ局「トルファム」に対

し，全国テレビラジオ評議会においてデジタル放送

の許認可が下りなかったことに反対する大規模デモ

が行われた。同デモには右派野党の「法と正義」（Ｐｉ

Ｓ），「連帯ポーランド」支持者らが参加した。 

 

ユーロ２０１２開催中，国境検査導入【２３日】 

２３日，チホツキ内相は，サッカー欧州選手権（ユ

ーロ２０１２）期間中，国境検査を導入することを発表

し，旅行者は身分証又は旅券を携行するよう注意喚

起を行った。 

  

外    交 
 

シコルスキ外相，ＥＵグループ会合に出席【１９日】 

１９日，シコルスキ外相はブリュッセルにてＥＵの

将来のためのグループ会合に出席し，ＥＵ債務危機

及び中長期における展望，ＥＵ組織・機能の効率化

等について協議。 

 

Ｖ４諸国，スイス政府の移住制限措置に対し非難声

明【１９日】 

１９日，チェコ，ハンガリー，ポーランド，スロバキア

のヴィシェグラード（Ｖ４）諸国は，スイス政府が，一

部ＥＵ加盟国国民に対し滞在許可発給数を制限する

決定をしたことに関し，同決定を非難する共同声明

を発表。 

 

コモロフスキ大統領がポルトガルを訪問【１９～２０

日】 

１９～２０日，コモロフスキ大統領はポルトガルを

訪問し，カヴァコ・シルヴァ大統領と会談。ＥＵ結束政

策，多年度予算について協議した。また，両大統領

は，ポーランド・ポルトガル経済フォーラムにも出席し

た。 

 

アレンＩＳＡＦ司令官がポーランドを訪問【２０日】 

２０日，アレンＩＳＡＦ司令官がポーランドを訪問し，

コジェイ国家安全保障局長官，ムロチェク国防副大

臣及びチェニュフ参謀総長と，アフガニスタン問題に

ついて協議。また，同司令官はコモロフスキ大統領

からポーランド十字章を授与された。 

 

ラスール・アフガン外相がポーランドを訪問【２０日】 

２０日，ラスール・アフガン外相はワルシャワでシコ

ルスキ外相と会談し，新たな友好・協力条約の提案

及びアフガン情勢について協議した。また，ラスール

外相は，シェモニャク国防相とも会談し，２０１４年以

降のアフガニスタン支援策等を協議。 

 

トゥスク首相がＵＡＥ及びサウジアラビアを訪問【２１

～２４日】 

２１～２４日，トゥスク首相は，アラブ首長国連邦

（ＵＡＥ）及びサウジアラビアを訪問。石油，金融，航

空業界のビジネスマンも同行した。同首相は，ＵＡＥ

との経済協力及び外交官に対する査証の撤廃に関

する協定に署名。同首相は，サウジアラビア国王，リ

ヤド市長，サウジアラビア外相と会談し，ポーランド・

サウジアラビア・ビジネスフォーラムに出席。また，シ

ェモニャク国防相も今次訪問に同行し，主に装備品

関連について国防関係者と協議した。 

 

ポーランド・独合同国防委員会開催【２３日】 

ポーランド下院及びドイツ連邦議会による初の合

同国防委員会がワルシャワで開催され，両国軍事産

業，プーリング・アンド・シェアリング，欧州共通安全

保障政策等について協議が行われた。また，長期の

見通しとして，欧州軍の創設も提案された。次回委

員会は今秋，両国国防相会談後に行われる予定。 

 

シコルスキ外相，ＥＵ外務理事会に出席【２３日】 

２３日，シコルスキ外相は，ルクセンブルグでＥＵ

外務理事会に出席し，ミャンマー，アフガニスタン，シ

リア情勢等について協議。 

 

第４次バルト領空警備派遣部隊出発式【２３日】 

２３日，第４次オーリク派遣部隊の出発式が第２２

戦術航空基地で行われた。部隊は人員約１００名，４

機のＭｉＧ－２９により編成され，派遣期間は４月２７

日から８月３１日までの４か月間。 

 

ポーランド・キプロス防衛協力【２５日】 
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２５日，ヴウォソヴィチ国防次官とゼノノス駐ポーラ

ンド・キプロス大使が，ワルシャワにて両国防衛協力

プロジェクトに関する合意書に署名。 

 

オチュコヴィチ氏，施設担当国防次官に就任【２５

日】 

２５日，トゥスク首相はシェモニャク国防相の推薦

を受けたベアタ・オチュコヴィチ氏の国防次官（施設

担当）就任を承認（当館注：国防省３人目の次官）。

国防省の施設，資源管理等を担当する。 

 

 

在ベラルーシ・ポーランド大使の帰任【２５日】 

２５日，ベラルーシ当局により国外退去を命じら

れ，約２か月間召還されていた在ベラルーシ・ポーラ

ンド大使がベラルーシに帰任。 

 

温家宝中国首相がポーランド訪問を開始【２５日】 

２５日，温家宝中国首相がポーランド訪問を開始

した（２７日まで）。トゥスク首相及びコモロフスキ大統

領と会談し，経済・文化協力に関する二国間協定に

署名。同首相には，数名の閣僚及び数百名のビジネ

スマンも同行。 

 

経    済 

ＥＵ指令により発電所閉鎖が差し迫る【１８日】 

排出量削減国家プログラム社会評議会のデータ

によれば，今後閉鎖されるポーランドの発電所の合

計出力は，２０１６年までに計６，０００ＭＷ以上，２０

３０年までに２２，０００ＭＷ以上（現在の６０％以上）

と見込まれている。その背景には，２０１６年に実施

されるＥＵ指令に基づく新たな厳しい排出基準があ

る。他方，現在計画されている投資の一部は，第３

期ＥＵ－ＥＴＳにおいてポーランドの火力発電所に割

り当てられる無償排出枠の量が決定されていないた

め中断されており，少なくとも２０１７年から２０１８年

まで，新規発電所は稼働しないと専門家は見てい

る。 

 

伊インデシット社，ポーランドに生産を移管【１８日】 

イタリアのインデシット社（家電）の経営陣は，現在

伊トリノ近郊にある食器洗浄機製造部門をポーラン

ドへ移転する計画を認めた。現工場の約４００名の

従業員は同移転計画に反対しており，５月９日に交

渉が開始される。インデシット社はポーランドに４つ

の工場（ウッジ及びラドムスコにそれぞれ２か所）を

所有している。 

 

２０１２年のポーランド産豚肉価格が上昇傾向に【２

０日】 

欧州統計局によると，２０１２年上半期のキログラ

ム当たりのポーランド産豚肉価格は１．６２ユーロと

なり，デンマーク，ドイツを上回るとともに，ＥＵ平均

値よりも高くなる見通し。豚肉価格が２５～３０％上

昇しているのは，豚の飼養頭数が２０１０年時点より

１１．７％減少していること（２０１１年１１月時点で１，

３１０万頭）及び飼料価格上昇により養豚経営が圧

迫されていることが原因。農業市場庁によると，６月

の豚肉価格は前年同月比で２７％上昇するものと予

想されている。 

 

ポーランドがＩＭＦに追加資金供与【２０日】 

ＩＭＦが，ポーランドの６２億７千万ユーロの追加資

金供与について歓迎の意。ＩＭＦのクリスティーヌ・ラ

ガルド専務理事は，この資金供与に関するポーラン

ドの支援は，欧州債務危機への対応及び世界的な

経済への安定を強化するものであると発言。ポーラ

ンドの６２億７千万ユーロの資金供与は，１，５００億

ユーロ（日本６００億米ドル，スウェーデン１００億米ド

ル，ノルウェー６０億ＳＤＲ(特別引出権)，デンマーク

中央銀行５３０億ユーロ）のＩＭＦ融資枠に加えられる

こととなる。 

 

４月の建設部門及び製造業部門の景況感【２２日】 

２０１２年４月の建設部門の景況感は，マイナス１

０ポイント（３月：マイナス１２ポイント）だった。調査企

業の１６％（３月：１６％）が改善，２６％（３月：２８％）

が悪いと答えた。２２％が海外での建設，組立工程

を計画していると答え，前年より１ポイント上昇した。

また，４月の製造業部門の景況感は，プラス１ポイン

ト（３月：マイナス１ポイント）だった。調査企業の１

７％（３月：１７％）が改善，１９％（３月：２０％）が悪い

と答えた。 

 

外国企業への投資支援資金が減少【２３日】 

ジェンニク・ガゼッタ・プラブナ紙は，外国企業への

投資支援資金が２００８年に比べて３分の 1に減少し

ていると報じている。６つの自動車産業を含め，２０

以上の外国企業が政府の投資支援事業への申請を

行っているものの，多くの企業が支援資金を得ること

ができずにいる。２００８年に経済省は，特別会計の

８６百万ズロチを含む，総額２２０百万ズロチの支援

を行ったものの，今年はその３分の１に減額された。 

 

国有財産省，ＬＯＴ民営化のアドバイザー入札公告

を開始【２３日】 

トルコ航空のＬＯＴ買収が近づいてきている。国有

財産省のコボス広報官は，トルコ航空が本格的に買

収に乗り出し協議を進めていることを明らかにしつ 
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つ，同省が民営化のためのアドバイザーに関する入

札公告を開始した旨述べた。現在のＬＯＴの価値に

ついて，ＴＯＲトランスポート・コンサルタンツ・グルー

プは，安く見積もって約２０億ズロチと推計。これは，

今後予定されるボーイング・ドリームライナー及びボ

ンバルディア機の導入のほか，ＬＯＴのマーケット・シ

ェア拡大が要因と考えられる。 

 

農相，霜害被害額を発表【２３日】 

２３日，サヴィツキ農業相は，霜害の被害額は３０

億ズロチを超し，被害農家に対しては保険会社から

８億ズロチの補償金が支払われると述べた。食料市

場に対する大きな影響はないと思われるものの，具

体的事例の中には深刻なものがあると発言。また同

相は，政府からの支援策について，農家は融資資金

の利子補給がうけられ，霜害を受けた穀物の支援額

をヘクタール当たり最大１００ズロチとする旨述べ

た。 

 

コジェニツェ火力発電所の入札動向【２３日】 

アルストム／ＰＢＧ，日立／ポリメックス－モストス

タル及び中国国家電力エンジニアリング／中国海外

エンジニアリングの３つのコンソーシアムが，コジェニ

ツェ火力発電所（出力１，０００ＭＷ）の建設に係る入

札に応札する見込み。入札期限は５月２５日とされて

いる。発電所側は，既に必要な許認可の取得を終え

ており，落札者決定後早期に建設を開始したいとの

意向。他方，ジェンニク紙は，厳しい競争関係から，

落札できなかった企業が，恐らく入札結果に対し不

服申し立てを提起するだろうと報じている。 

 

環境相，ＥＵ環境相会合における政府提案の概要を

説明【２４日】 

コロレツ環境相は，２０３０年までのＥＵの気候政 

 

策の改正に関し，先週開催されたＥＵ環境相会合に

おいてポーランド政府の提案の概要を説明。同相は，

ＥＵの気候政策が，ＥＵだけでなく全世界に適用され

るのであれば，ポーランドは改正に賛成するであろう

と述べた。 

 

２０１２年の収斂プログラムが決定【２５日】 

２５日，政府の２０１２年の収斂プログラムが閣僚

評議会によって決定され，今後数年間かけて，財政

赤字，政府債務残高の削減を行う。２０１２年の政府

債務残高は昨年より縮小させ，ＧＤＰ比で５０．５％と

し，２０１３年の政府債務残高は５０％以下になること

が期待されている。２０１１年は，１９９０年以降に政

府債務がもっとも縮小された年で，財政赤字はＧＤＰ

比５．１％と２０１０年（７．８％）より２．７パーセント減

少した。赤字額の縮小は主に歳入の増加ではなく，

支出抑制によるが，公共投資には影響を与えておら

ず，２０１０年の対ＧＤＰ比５．６％から５．８％に上昇

し，ＥＵ域内で最高となっている。財政赤字は，１２年

２．９％，１３年２．２％，１４年１．６％，１５年０．９％

となっている。他方，平均消費者物価指数は前年よ

り４％上昇すると予想され，来年以降は減少に転じ，

中央銀行目標値に近づくものとされている。インフレ

ーションは，２０１１年末のズロチ安による消費者物

価上昇の影響で，２０１２年も高止まりを保つものと

予想。 

 

ＧＤＦスエズ社，プゥオツクにガス・コンバインド･サイ

クル発電所を建設予定【２４日】 

GDFスエズ・エネルギー・ポーランド社が，出力８０

０ＭＷ以上のガス・コンバインド･サイクル発電所を建

設する方針。建設は，２０１４年下半期に開始し，２０

１６年下半期に稼動する予定。既に技術調査等は開

始され，環境影響評価も終えている。 

  

大使館からのお知らせ 
 

「ポーランド政治・社会情勢」休刊のお知らせ 

 「ポーランド政治・社会情勢」（４月２６日～５月２日号）は休刊させていただきます。次回発行は，２０１２年５月

１１日で，４月２６日～５月９日までの記事をお届けする予定です。 

 

クラクフ領事出張サービスについて 

大使館は，５月１９日（土）１０時から１３時までの間，ＫＯＳＳＡＫ ＨＯＴＥＬ（Plac. Kossaka 1, 31-106, Krakow）

において，領事出張サービスを実施します。詳しくは，下記ＨＰをご覧下さい。 

http://www.pl.emb-japan.go.jp/konsulat/j_20120519.htm 

 

平成２４年度分教科書の配付について 

大使館では，ポーランド在住の邦人子女を対象に，平成２４年度分教科書を配付いたします（ワルシャワ日

本人学校に通学しているお子様には学校から配付されますので，今回の配付の対象とはなりません）。詳しく

は下記ＨＰをご覧ください。 

http://www.pl.emb-japan.go.jp/konsulat/j_20120201.html 
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東日本大震災義捐金受付について 

当館における東日本大震災義捐金受付は，平成２４年９月３０日（日）までに延長いたしました。詳しくは下記

ＨＰをご覧下さい。 

http://www.pl.emb-japan.go.jp/jishin/gienkin_j.htm 

 

文化行事・大使館関連行事 
 

〔開催中〕 展示 「ポーランドのポスターで見る日本映画」 【３月２０日（火）～４月３０日（月）】 

当館広報文化センターにおいて，ポーランド人のアーティストがデザインした日本映画のポスターの展示が

開催されています。同コレクションは，日本美術技術博物館マンガの所蔵品です。入場は無料です。 

問合せ先・開催場所： 在ポーランド日本国大使館広報文化センター（住所：Al. Ujazdowskie 51, Warszawa, 電

話：22 584 73 00，e-mail: info-cul@emb-japan.pl） 

 

〔予定〕 第３９回ポーランド極真空手選手権大会【４月２８日（土）】 

ソスノヴィエツ市で第３９回ポーランド極真空手選手権大会が開催されます。ポーランドの空手選手が９つの

体重別階級に分かれて対戦します。 

問合せ先：ソスノヴィエツ極真空手クラブ（電話番号：32-266-30-00，電子メール：klub@kyokushinkai.pl） 

開催場所：ソスノヴィエツ市スポーツホール（住所：ul. Zeromskiego 9，電話番号：32-266-38-66） 

 

〔予定〕 「East Meet West」 国際盆栽展 【４月２８日（土）～２９日（日）】 

ヴロツワフにおいて，ポーランド盆栽協会主催による国際盆栽展が開催されます。盆栽展の他，盆栽デモン

ストレーション及びワークショップが行われます。 

問合せ先：ポーランド盆栽協会（住所：Kurpiow 14， Wroclaw， 電話番号：71 368 11 93，Ｅメール：

akademia@bonsai.pl，ホームページ：http://www.bonsai.pl） 

開催場所：100 年ホール（Hala Stulecia）(住所：Wystawowa 1, Wroclaw， 電話番号：71 347 72 00) 

 

読者からの情報提供 
 

新作能『調律師－ショパンの能』による朗読とワルシャワ公演ドキュメンタリー映像の夕べ【５月２９日（火）】 

 

日時：５月２９日（火）開演１９：３０ 

場所：東京・両国シアターＸ（カイ）（http://www.theaterx.jp） 

入場料：１，０００円 

出演者：ヤドヴィガ・ロドヴィッチ・チェホフスカ（駐日ポーランド共和国大使；ポーランド語朗読，日本語字幕） 

演出：笠井賢一 

ピアノ：霜浦陽子 

問合せ先：シアターＸ（カイ）（電話番号：03-5624-1181，メールアドレス：info@theaterx.jp） 

※ ステージスクリーンにおいて，２０１１年２月にワルシャワ・聖十字架教会で開催された能公演を，ドキュメ

ンタリーで上映いたします。 
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この資料は，ポーランドの政治・社会情勢を中心に，各種報道をとりまとめたものです。 

報道をベースにしておりますので，記載事項の信頼性については責任を負いかねます。 

記載事項は在ポーランド日本国大使館の見解を示すものではなく, 特定の団体・個人の利益を代表するもので

はありません。 

 

皆様からの情報提供をお待ちしています 

大使館では，読者の皆様に幅広くポーランドの情報をお伝えするため，皆様からの情報をお待ちしています。社

会・生活情報やおすすめのイベント，困ったことなど，皆様に伝えたいと思われる情報があれば，下記のアドレスま

でご連絡ください。（営利目的など，内容によっては対応できかねる場合もありますのでご了承ください。） 

 

【お問い合わせ・配信登録】 

本資料は，ポーランドに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。 「新たに配信を受けたい」，「送

付先メールアドレスを変更したい」，「配信を停止したい」等の依頼につきましては，下記のアドレスまでご連絡くださ

い。                             

大使館ウェブサイト（http://www.pl.emb-japan.go.jp/index_j.htm）も併せて御覧ください。 

在ポーランド日本国大使館 newsmail@emb-japan.pl 

（ご連絡は電子メールでお願いします。） 


